
ペット避難について

以下のルールを守りましょう。
①ペットはケージかキャリーバックに入れて連れてくる。
②ペットをケージ・キャリーバックから外に出さない。
③餌・糞尿等の世話は飼い主の責任で行う。
④ゴミは持ち帰る。
⑤避難所配備職員の指示に従う。

炎症火災などの避難所には地域防災訓練事例集

　

避難者の中には動物が苦手な方、動物にアレルギーがある方もいらっしゃい
ます。
飼い主の皆様には他の避難者や施設の迷惑とならないよう、適切な管理をお
願いいたします。

飼い主の皆様へ

①ペットの避難場所を確保する。
　※安全な親戚・友人宅やペットホテルの利用を検討しましょう。
②日頃からのしつけや体調管理（ノミ・ダニの駆除）に留意する。
③避難の際に必要なものを準備する。
　ケージ、キャリーバック・ペットフード、食器・首輪・ペットシーツ、
　道具・タオル・ビニール袋・大き目の布（ケージに被せる用）等

避難所での過ごし方

ペット受入れ可能避難所

日頃の備え

災害はいつ発生するか分かりません。

ペットを飼われている方は、事前の準備や避難所での過ごし方など、以下の
ルールを守り適切にペットを管理しましょう。

宮崎市危機管理課（２１－１７３０）・宮崎市動物愛護センター（８５－６０１１）

※　飼い主とペットは原則別室となります。

開設状況について

ペット避難所の開設状況は「Hazardon Web」で確認できます。
https://hazardon.speecan.jp/　　

①宮崎東地区交流センター（5匹） ⑥佐土原総合文化センター（10匹）
②宮崎公立大学（10匹） ⑦田野地区交流センター（5匹）
③宮崎市立小松台小学校（5匹） ⑧高岡地区交流センター（25匹）
④青島地区交流センター（10匹） ⑨旧去川小学校（10匹）
⑤住吉地区地域センター（10匹） ⑩宮崎大学（10匹）

QRコードはこちら⇒

https://hazardon.speecan.jp/

